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牛群検定の利活用などについて、解説記事を掲載しています。

１ 中酪情報 ５月号 中央酪農会議
乳用子牛等の出生頭数の予測を開始します
乳用牛群検定全国協議会が牛群検定から乳用雌、雄、交雑種の生産頭数予測をHPに公開しました

２ 全酪新報 ６月１日号 全国酪農協会
牛群検定ワンポイントレッスンその６０ 出荷乳量の変動幅に注意
夏季の出荷乳量の減少の原因を追いかけます。

３ ＬＩＡＪニュ－ス５月号 （一社）家畜改良事業団
新しい牛群検定成績表について（その５４） 月別分娩予定頭数
分娩予定頭数の活用法を解説します。 検定成績表見方 検索

新しい年間子牛生産状況を提供開始しました
検定成績表の裏面に、新しい子牛情報を追加表示しました。活用のポイントは下図のとおりです。



～～～牛群検定！点検シ－ト（その３ 湿気と体細胞数）～～～

お手許の検定成績を使いながら牛群管理の点検を行います。極簡単なものなので、これを機会に検定員
といっしょに確認を行いましょう！
都府県は本格的な梅雨となり、ジメジメして鬱陶しい季節となりました。このころから増え始めるのが体細胞

数（乳房炎）です。原因は、ジメジメした気候により牛床が乾燥しないことや、湿度上昇によるストレス、またサ
イレ－ジ等が２次発酵やカビなどにより品質劣化するなど様々な要因が考えられます。

農家コ－ド 氏名

・検定成績表の１枚目に過去１年分を遡る移動１３カ月成績が表示されています。
①昨年の梅雨の時期（６月～７月ごろ）の体細胞数が上がっていませんか？
Ｙｅｓ Ｎｏ
→昨年の同時期に体細胞数が上昇していれば、湿気が原因となっていると考えられます。
牛舎内の空気が滞留しないように梅雨対策を講じる必要があります。

②梅雨に入ってから、急激に体細胞数が上がった検定牛がいませんか？
Ｙｅｓ Ｎｏ
→適度な気温と湿度は乳房炎の原因菌にとって好環境となります。搾乳器具等も湿気により乾燥しずら
く、洗浄不良などがあれば乳房炎に感染するリスクは高まります。

③６月の乳量が下がっていませんか？
Ｙｅｓ Ｎｏ
→都府県では７月から暑熱により乳量が急速に減少します。もし、６月期も７月期なみに乳量減少してい
れば、飼料の劣化なども考えられます。カビは特に注意しましょう。

Ｙｅｓがある時は、湿気対策を再点検しましょう。

・湿気対策
①牛床が乾燥していますか？
Ｙｅｓ Ｎｏ Ｎｏ→糞尿で汚れた牛床は乳房炎の原因となります。清掃を行い、清潔

な敷料により、牛床が乾燥するようにしてください。

②梅雨で多少涼しくとも送風扇を回していますか？
Ｙｅｓ Ｎｏ Ｎｏ→風通しや換気を確保することが湿気対策となります。

③ミストや降雨等により牛体が濡れてしまったとき、濡れたまま搾乳していませんか？
Ｙｅｓ Ｎｏ Ｙｅｓ→濡れたまま搾乳すると、汚水が牛体から乳房に流れこみ乳房炎の

原因となりますます。拭き取りましょう。

④運動場等が泥濘化していませんか？
Ｙｅｓ Ｎｏ Ｙｅｓ→泥濘化した運動場は牛体の汚れとなり、乾乳牛等でも乳房炎の

原因となります


